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広
報
い
ち
か
わ
第
1
週
号
と
第
3
週
号
に
掲
載
す
る
広
告
を
1
月
26
日（
火
）よ
り
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
1
月
23
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　市では、本市にゆかりがある文化人、芸術家を広く紹介
するために、平成１１年度より「市川の文化人展」を開催し
ています。11回目となる今回は、日本の伝統の技 
「木
もくぞうがん
象嵌」を極めた市川市名誉市民で、人間国宝の秋山

逸生氏をご紹介します。

　秋山氏が長年、創作の場とした市川市においては、初
の回顧展です。本展では、作品約50点と、書きためられた
スケッチ、氏が使用していた道具類を展示し、秋山芸術の
精
せいち

緻な世界を紹介します。伝統の美と技をぜひご観覧くだ
さい。

　
「
象ぞ
う
が
ん嵌
」と
は
文
字
ど
お
り「
象
か
た
どり
、嵌は

め
る
」こ
と
を
意
味
し
、奈
良
時
代
に
お

け
る
木
工
芸
を
代
表
す
る
技
法
の
ひ
と
つ

で
す
。そ
の
優
れ
た
技
の
数
々
は
正
倉
院

の
宝
物
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た「
木
象
嵌
」は
木き

じ地
に
金
属
や

貝
、象ぞ
う
げ牙
、木
や
竹
な
ど
異
な
る
素
材
を

象
嵌
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

芝
山
象
嵌
と
は
、貝
や
象
牙
、珊さ
ん
ご瑚
、

鼈べ
っ
こ
う甲
、翡ひ
す
い翠
、瑪め
の
う瑙
な
ど
を
使
っ
て
、文
様

に
象
か
た
どっ
た
も
の
を
嵌は

め
込
む
精
巧
で
立
体

的
な
装
飾
効
果
を
高
め
る
象
嵌
技
法
の

ひ
と
つ
で
す
。江
戸
時
代
後
期
に
上
総
国

芝
山
村（
現
在
の
千
葉
県
山
武
郡
芝
山

町
）出
身
の
大
野
木
専
蔵（
１
７
７
５
〜

１
８
３
６
）に
よ
り
考
案
さ
れ
、出
身
地
の

芝
山
か
ら「
芝
山
象
嵌
」と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

根ね
つ
け付
や
印い
ん
ろ
う籠
な
ど
か
ら
屏
風
や
家
具
に

い
た
る
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
残

さ
れ
て
お
り
、明
治
時
代
に
は
日
本
の
代

表
的
な
輸
出
工
芸
品
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、今
日「
芝
山
象
嵌
」の
技
法

を
伝
承
す
る
者
は
極
め
て
少
な
く
、秋
山

作
品
は
伝
統
の
美
と
技
の
両
面
に
お
い
て

貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

「
象
嵌（
ぞ
う
が
ん
）」と
は

「
象
嵌（
ぞ
う
が
ん
）」と
は

秋
あきやまいっせい

山逸生プロフィール
1901（明治34）年

1918（大正 7）年
1922（大正11）年

1962（昭和37）年
１９７０（昭和45）年
１９７８（昭和53）年
１９８７（昭和62）年

1988（昭和63）年
１９８９（平成元）年

１９４９（昭和24）年

１９６８（昭和43）年

１９81（昭和56）年

東京市南葛飾郡隅田村（現 東京都墨田
区）に生まれる。
島田逸山に師事し、芝山象嵌技術を習得。
島田逸山とともに千葉県東葛飾郡市川町
（現 市川市）に移り住む。木画は次兄・秋山
鐵次郎から、彫金技法は桂光春から習う。
「芝山象嵌」で市川市指定無形文化財保持者
「芝山象嵌」で千葉県指定無形文化財保持者
勲五等瑞宝章受章
「木象嵌」で国の重要無形文化財保持者
（人間国宝）に認定。紺綬褒章受章
５月22日没（享年86歳）
市川市名誉市民として顕彰

第１回千葉県美術展覧会（県展）で＜透
輪文象嵌箱＞が千葉県教育長賞受賞
第８回伝統工芸新作展で＜木画筥＞が
日本工芸会東京支部賞受賞
第28回日本伝統工芸展で＜輪華文縞黒
檀印箱＞がNHK会長賞受賞

〈受賞歴〉

▲雷
つぼみしばやまぞうがんがく
芝山象嵌額（1966年）

　千葉県立美術館蔵

▲スケッチより

▼木画箱 下絵

◀自宅にて

▲細かな文様は刃先の
　異なる多様な道具を
　用いて創作される

第１回  平成11年度

「宗左近宇宙」
　詩人で美術評論家の宗左近氏。
宗氏は“日本人のルーツは縄文にあ
る”と考え、縄文の人と芸術を深く敬
愛されました。展示会では、宗氏の収
集した東洋美術コレクションの紹介
や講演会、中新田縄文太鼓の演奏
を行いました。

第２回  平成12年度

「藤田喬平の
  世界展」

　ガラス造形作家の藤田喬平氏。
藤田氏は、ガラス造形に様 な々技術と
日本的感性に依る工夫を加え、伝統
的な日本の美の心を作風に展開させ、
「フジタガラス」として国際的にも高く
評価されました。
　展示会では市収蔵作品や横浜美
術館などから約60点を展示しました。

第４回  平成14年度

「地域文化に光を
灯した二人」

　彫刻家の藤野天光氏と音楽
家の村上正治氏。藤野氏は彫刻
家として木彫、ブロンズなどを中心に
制作し、また村上氏は音楽教師のか
たわら作曲も手がけた音楽家です。
　戦後の復興期から地域文化の発
展に貢献された2人を、作品展や演
奏会で紹介しました。

第６回  平成16年度

「相撲と演芸　　　　
小島貞二の世界」
　昭和２２年中山に居を構え、平成
１５年に没するまで５５年間を市川
市で過ごした小島貞二氏。展示会
では、相撲、演芸評論家、放送作
家として活躍された小島氏をそれぞ
れの貴重な資料とともに紹介しまし
た。

第８回  平成18年度

「井上ひさし展　
一本のペン先から広がる世界」
　市川市で２０年間を過ごし、創
作活動を行った、作家の井上ひさ
し氏。展示会では、「本の海」とい
われた書斎の再現やこまつ座の
舞台資料、自筆原稿など貴重な資
料が多数展示され、講演会も行わ
れました。

第１０回  平成20年度

「静かなる情熱 　　　
佐治賢使の世界」
　漆工芸の第一人者として知られ、
独自の美の世界を創出し続けた佐
治賢使氏。伝統的な漆工芸の技術
に、デザインや線描にこだわり、現
代感覚を融合させた斬新な作品が
展示されました。

第３回  平成13年度

「中山忠彦・
  美の世界展」

　日本を代表する洋画家・中山忠
彦氏。中山氏の美の世界を、油彩・
リトグラフ・デッサン、さらに作品に描
かれたアンティークコスチュームの
コレクションや思い出の写真などと
ともに紹介しました。

第５回  平成15年度

「永井荷風   　
 ～荷風が生きた市川～」
　文豪永井荷風は、昭和21年か
ら亡くなる昭和34年までの13年間
を市川市で過ごしました。展示会で
は、自筆「断腸亭日乗」をはじめ荷
風の著作や生活資料とともに、当
時の荷風を知る人の証言や写真な
ど市川ならではの初公開資料も展
示しました。

第７回  平成17年度

「白寿記念   　　　　
彫刻家 大須賀力」
　白寿（99歳）をむかえた彫刻家
の大須賀 力氏を紹介しました。展
示会では大須賀芸術の根幹とな
る女性像や、これまで出品されるこ
とが少なかった動物像、デッサンな
どが多数展示されました。

第９回  平成19年度

「星野道夫展」
　アラスカを拠点とし、極北の自然
や動植物、そこに住む人 を々撮り続
けた写真家の星野道夫氏。「いち
かわ星野道夫展」は文化人展のほ
かに文学プラザでの企画展、文化
会館での全国巡回写真展にコルト
ンプラザでの写真展と、4会場同時
開催で行われました。

市川の文化人展市川の文化人展これまでのこれまでの

○会　期：1月23日（土）～2月21日（日）
　　　　午前9時30分～午後4時30分
　　　　（入館は午後4時まで）月曜日休館
○会　場：芳澤ガーデンギャラリー（真間5-１-18）
　　　　☎374-7687
○入場料：一般400円、シルバー料金（65歳以上）320円
　　　　団体料金（25人以上）320円、中学生以下無料
　　　　障害者手帳をお持ちの方とその介護者（１人）は
　　　　無料 ※満点のエコボカード１枚で、１人１回入
　　　　場できます。
○関連イベント（入場料のみ必要、先着50人）
　・講演会：2月13日（土）午後2時～3時
　 講師 金子賢治（東京国立近代美術館 工芸課長）
　・ギャラリーコンサート：１月30日（土）午後2時～3時
　 演奏 沼田絵恋（フルート）
　　　 早乙女潤（オーボエ）
　　　  吉武優（ピアノ）
○問い合わせ：
　☎３３４-１１０７
　文化振興担当

秋山逸生̶木象嵌の美と技秋山逸生̶木象嵌の美と技人間
国宝

第11回　市川の文化人展第11回　市川の文化人展 1/23（土）～2/21（日） 芳澤ガーデンギャラリー

▲金
きんさいがんそうしょくばこ
彩嵌装飾箱（1975年）

　市川市蔵

▲金
きんぎんもくがばこ
銀木画筥（1961年）

　市川市蔵


